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（2） 単相３線式100/200V この方式は，図2(a)（次ページ）のように，変圧

器の低圧側の二つの巻線を直列に接続し，その中間からもう1本の線を引き出し

たものである。引き出した線を中性線という。このようにすると，外線の両線(a

,b)と中性線との間が100V，外線の両線間では200Vになり，2種類の電圧が取り出

せる。一般家庭において，エアコン・電気温水器・IH調理器などで200Vの電源が

必要な場合は，この電気方式が用いられる（186ページ図5参照）。また，単相2

線式に比べて，電力損失や電圧降下が小さくなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲図５ 引込線・幹線と分岐回路の例 

柱上変圧器……………148 
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 ➊電気設備技術基準・解

釈第35条に，中性線には

過電流遮断器（ヒューズ）

を施設しないように定め

られている。 
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絶縁効力 
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表11 

  

は事故の発生を知ったときから24時間以内に，詳報は事故の発生を

知った日から起算して30日以内に報告し 
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 ➎実務経験は，3年以上 

の従事とする。 
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